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伝統文化（茶道・かるた）体験 

 わくわく土曜塾が、文化体験で茶道
を体験しました。 
子どもたちは、３班に分かれて、「お

茶の点て方」「お茶とお菓子の頂き方」
「お辞儀」など茶道の基本を体験しま
した。 
「抹茶は飲むときは美味しかった

が、後から苦くなった」「栗饅頭が美
味しかった」など、楽しく感想を話し
てくれました。 



 
 

 

    
 

 
 

    
 
 

 

                         
 

 

                                
 

    

                            
 

       

  
                         

            

土
曜
塾
に
入
ろ
う
、
待
っ
て
い
ま
す
！！ 

  

土
曜
塾
は
長
門
市
内
の
小
学
生
で
構

成
さ
れ
、
第
２
、
４
土
曜
日
の
午
前
中
に

実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
は
そ
う
め
ん
流

し
、
親
子
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
１８
回

の
活
動
が
で
き
、
子
ど
も
達
に
大
好
評
で

し
た
。
長
門
市
在
住
の
外
国
の
方
と
も
交

流
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
充

実
し
た
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
体
験
を
通
し
て
多
く
の
知
識
を

得
る
と
と
も
に
、
年
齢
の
違
っ
た
仲
間
と

力
を
合
わ
せ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

げ
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
と
れ
る
塾
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

わ
く
わ
く
土
曜
塾
長 

藤
田
悦
子 

 

地
域
総
が
か
り
で
支
え
育
て
る 

「
わ
く
わ
く
土
曜
塾
」 

２月の「わくわく土曜塾」で塾生にアンケート

を取り、「心に残った活動」を聞きました。特に

人気が高かった活動をご紹介します。 

第２位 シーカヤック（７月） 

油谷青年自然の家で保護者と一

緒にシーカヤック体験をしまし

た。また、すいか割りもしまし

た。シーカヤックを漕ぐのもす

いかを食べたのも、どちらも思

い出に残ったようです。 

第３位 ラグビー・英会話（５月） 

「ながとブルーエンジェルス」

の皆さんとラグビーや英会話を

通して交流しました。タックル

等の体験や、選手の皆さんとの

ふれあいが心に残ったそうで

す。 

第１位 そうめん流し（７月） 

渋木で「クラブネッツ大畑」の

皆さんのご協力のもと、「ながと

日本語クラブ」の皆さんも一緒

に行いました。低学年はそうめ

んやかき氷、高学年は竹の器作

りが心に残った子がいました。 

この他、「美祢線遠足（11月）」「ケーキ作り（12月）」等

も人気でした。１人１人心に残った活動は違ったようで、

全ての活動に票が入っていました。計画・準備・実施に携

わっていただいたコーディネーターと協力団体の皆さん、

ありがとうございました！ 

 令和２年度参加者を 4月に募集します。ぜひご参加ください！ 

 「わくわく土曜塾」は、平成

19 年に、土曜日の子どもたちの

居場所づくりとしてスタートし

ました。 



                                      

  
 
 
 

                            

 

       

                                  
 
 
 

 
 

 
 
  

 

  
 
 
 
 

                           

長
門
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で
は
、
環
境
美
化

活
動
・
文
化
伝
承
活
動
に
取
り
組
む
、
単
位
子
ど
も
会
を

表
彰
し
、
子
ど
も
会
活
動
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

★
環
境
美
化
活
動
表
彰 

 

☆
門
前
子
ど
も
会
（
向
陽
校
区
） 

 
 

 

湯
本
駅
舎
の
ト
イ
レ
掃
除
・
窓
ふ
き
等
の
清
掃
活

動
や
通
学
路
の
草
刈
り
整
備
等
を
毎
年
実
施
。 

 

☆
板
持
４
区
子
ど
も
会
（
深
川
校
区
） 

 
 

 

無
人
駅
と
な
っ
て
い
る
板
持
駅
周
辺
の
清
掃
活

動
を
定
期
的
に
実
施
。 

※ 

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
積
極
的 

に
取
り
組
み
、
地
域
貢
献
の
役
割
を
学
ぶ
場
づ
く
り
に 

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

『
昭
和
の
資
料
』
を
募
集
し
ま
す
！ 

 

文
化
財
保
護
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 
 

子
ど
も
た
ち
が 

「
地
域
を
守
り
、
伝
統
を
つ
な
ぐ
」 

定期的に板持駅の清掃活動を実施 

 

野
菜
ソ
ム
リ
エ
、
旬
食
材
の
豆
知
識 

仙
崎
港
が
引
揚
げ
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

昭
和
20
年
９
月
２
日
に
公
式
引
揚
船
第
１
便
の

興
安
丸
が
仙
崎
港
に
入
港
し
て
か
ら
、
今
年
は
75
年

の
節
目
の
年
で
す
。 

文
化
財
保
護
室
で
は
、
引
揚
げ
に
関
連
し
た
資
料

や
戦
前
戦
後
の
な
が
と
の
様
子
が
分
か
る
資
料
を

募
集
し
ま
す
。
仙
崎
に
限
ら
ず
、
深
川
の
様
子
が
分

か
る
も
の
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
当
時
の

写
真
や
印
刷
物
な
ど
思
い
当
た
る
資
料
が
眠
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
詳
細
は
、
長
門
市
広
報
４

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化

財
保
護
室
（
電
話2

3
-
1
2
6
4

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

★
文
化
財
愛
護
・
伝
承
活
動 

優
良
子
ど
も
会
表
彰 

 

☆
下
郷
子
ど
も
会
（
楊
灯
）
祖
霊
迎
え
の
一
種 

 
 

 

山
口
県
文
化
愛
護
協
会
か
ら
、
文
化
財
愛
護
・ 

伝
承
活
動
が
優
良
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

伝統文化を継承する下郷子ども会 

 

中
央
公
民
館
ま
つ
り
、
延
期
の
お
知
ら
せ 

 

 

 

令和 2年 

9月 26日（土） 

9月 27日（日） 

 新型コロナウイルス感染症

の拡大防止のため、4 月に開

催予定の中央公民館まつりを

延期することになりました。 

 

 

こ
ん
に
ち
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
佐
藤
で
す
。

毎
月
、
季
節
の
旬
の
食
材
の
食
べ
方
や
栄
養
の
お

話
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
月
の
お
す
す
め
の
果
物
は 

「
デ
コ
ポ
ン
」
で
す
。 

【
特
徴
】
長
崎
県
の
果
樹
試
験
場
で
誕
生
し
た
清

見
オ
レ
ン
ジ
と
ポ
ン
カ
ン
の
交
配
種
で
す
。
品
種

名
は
「
不
知
火
」、
そ
の
中
で
糖
度
、
酸
度
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が
デ
コ
ポ
ン
と
名
乗
れ
ま

す
。
こ
れ
は
果
物
唯
一
の
全
国
統
一
の
基
準
で
す
。 

【
栄
養
素
】
風
邪
予
防
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ガ
ン
予

防
のβ

ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
、
食
物
繊
維
で
す
。 

【
選
び
方
】
ず
っ
し
り
と
重
い
も
の
が
果
汁
が
多

く
、
甘
い
で
す
。
頭
の
コ
ブ
は
あ
っ
て
も
無
く
て

も
と
く
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】
プ
リ
ッ
と
し
た
果
肉
と
溢
れ

る
果
汁
が
美
味
し
い
柑
橘
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
味
わ

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

私
が
目
利
き
し
た
野
菜
・
果
物
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
お
店
が
で
き
ま
し
た
。 

「
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
フ
ラ
ン
」
フ
ジ
長
門
店
の
１
階
に
あ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
店
下
さ
い
ね
。 

 

【
佐
藤 

顕
吾
】 

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ 

趣
味
の
世
界
の
食
べ
歩
き
を 

更
新
中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝
え
た
い
「
ふ
る
さ
と
深
川
」
シ
リ
ー
ズ
108 

 
 

 

―
小
河
内
― 

 

観
音
堂
の
地
蔵
尊 

  

小
河
内
の
道
路
沿
い
に
あ
る
観
音
堂
に
靴
を
履
い
た
ま
ま
観
て
い
た

ら
、
「
土
足
厳
禁
で
す
」
と
注
意
さ
れ
、
地
域
の
人
は
こ
の
観
音
堂
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
観
音
堂
は
『
ふ
る
さ
と
の
石
仏

』
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

所
在
地 

深
川
湯
本
小
河
内
・
観
音
堂 

造
立
月 

不
詳 

像 

容 

浮
彫
り
立
像 

略 

記 

小
河
内
の
観
音
堂
に
は
、
観
音
さ
ま
の
木
造
と
陶
像
各
一
体

が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
傍
ら
に
石
像
が
安
置
し
て
あ
る
。
持
物
な

ど
は
不
明
。
成
形
さ
れ
て
い
な
い
自
然
石
に
、
比
丘
形(

び
く
け
い)

の

一
体
が
粗
彫
り
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
元
で
は
こ
れ
を
お
地
蔵
さ
ん

と
呼
ん
で
い
る
。 

 

地
元
の
人
に
話
を
聴
く
と
、
小
河
内
の
所
帯
数 

17
所
帯
で
昔
か
ら
豆
通
夜(

ま
め
づ
う
や)

7
月 

10
日
に
は
、
地
域
の
老
若
男
女
が
浴
衣
姿
で
、
観 

音
堂
の
前
の
川
床
に
涼
み
な
が
ら
、
線
香
花
火
や 

小
豆
御
飯
の
握
り
飯
や
豆
菓
子
を
食
べ
歓
談
し
、 

毎
年
豆
通
夜
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

小
豆
の
な
い
時
代
も
あ
り
、
そ
れ
で
も
続
い
た
歴 

史
が
あ
る
。 

 

最
近
で
は
高
齢
化
等
で
参
加
す
る
人
も
減
少
し 

て
き
て
い
る
が
、
毎
年
豆
通
夜
の
行
事
は
継
続
さ 

れ
観
音
堂
は
、
4
年
前
に
建
て
替
わ
り
、
地
域
の 

人
々
に
と
っ
て
日
常
生
活
の
中
に
、
欠
か
せ
な
い 

存
在
と
し
て
今
も
こ
の
観
音
堂
を
大
切
に
守
り
続 

け
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

山
口
県
史
学
会
理
事 

 

藤
井
文
則 

我
が
家
の
宝
子 

うだ  ひびき 

宇田 響希くん(３歳) 正明市１区 

宇田 芳・美奈子さんの次男として平成

28 年 5 月 2 日に誕生。 

 笑顔が可愛くて、お喋りとおやつとピ

ンク色が大好きです。負けず嫌いの向上

心で、大好きな兄やお友達と一緒に成長

していってください。 

今
月
の
う
た 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

音
も
な
く
大
地
を
包
む
雪
明
か
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

映
子 

白
梅
の
朝
日
に
ま
ぶ
し
令
和
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
紀
代
子 

冬
菫
思
は
ぬ
場
所
の
一
会
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
津 

良
江 

 
 

長
門
短
歌
会 

年
重
ね
互
い
に
ぽ
つ
ぽ
つ
語
り
出
す 

 

苦
労
話
の
一
つ
二
つ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

映
子 

海
山
に
か
す
み
た
な
び
く
春
の
日
の 

 

沖
航
く
船
を
遠
く
見
送
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤 

聴
涛 

図
書
館
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
休
館
に 

 

テ
レ
ビ
つ
け
る
も
本
に
か
な
わ
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
冨 

成
子 

深川地区の人口 

世帯数 5,893（-08） 

男 性 5,896（-06） 

女 性 6,746（-08） 

 計  12,642（-14） 

（R2 年 3 月 1 日現在） 

中央公民館 ４月の行事予定 

8 日（水） 小学校中学校入学式 

10 日（金） 令和 2 年度深川スポー 

ツ振興会総会 

○わくわく土曜塾塾生募集 

13 日（月）～17 日（金）（小学生） 

○親子でリトミック受講生募集 

随時（概ね 1 歳半～4歳まで） 

○３Ｂ体操受講生募集 

随時（年長から小学生６年生まで） 

※新型コロナウイルスの状況によっ

て予定が変わる可能性があります。 

編
集
後
記 

「
公
民
館
が
休
館
に
!
」 

 

県
内
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
公
民
館
を
含
む
市
内
の
公
共
施

設
が
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
登
録
団
体
等
の
定
期

集
会
な
ど
が
で
き
ず
、
自
粛
ム
ー
ド

が
蔓
延
し
、
社
会
全
体
に
閉
塞
感
が

漂
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
▼

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
す

が
、
入
学
式
は
予
定
ど
お
り
実
施
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
▼
例
年
ど
お
り
、

桜
の
開
花
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
平

穏
な
日
々
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 


